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あ
い
う
あ 

平
成
25
年
2
月
20
日（
水
）  

 
 
 
  

順
路 
Ｊ
Ｒ
富
田
北
バ
ス
乗
り

場
→
巡
礼
橋(

下
車)

→
徒
歩

→
高
山
右
近
研
究
室
→
解
散

→
昼
食
（
今
城
塚
公
民
館
近

傍
：
ウ
ッ
デ
ィ
食
堂
） 

①
久
保
田
典
彦
先
生
よ
り
長

い
時
間
丁
寧
に
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。 

②
高
山
右
近
研
究
室
は
、「
高

山
右
近
研
究
室
・
久
保
田
へ

よ
う
こ
そ
」
で
検
索
出
来
ま

す
。 高

山
右
近
は
、
戦
国
時
代

末
期
の
高
槻
城
主
で
あ
り
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
す
。 

今
か
ら
４
６
０
年
前
、
１
５

５
２
年
、
摂
津
の
国
、
現
在

の
大
阪 

府
豊
能
郡
高
山
で
生

ま
れ
、
１
６
１
５
年
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
、
63
歳

で
天
に
召
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
時
代
で
い
い
ま
す
と
、

室
町
時
代
か
ら
、
安
土
桃
山

時
代
、
そ
し
て
、
江 

戸
時
代

の
は
じ
め
の
頃
ま
で
。 

い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
を
生
き

ぬ
い
て
き
た
人
で
す
。 

 

織
田
信
長
に
信
任
さ
れ
、豊

臣
秀
吉
に
は
信
頼
さ
れ
つ
つ

も
、「
伴
天
連
（ 

バ
テ
レ
ン 

）

追
放
令
」
を
発
し
た
と
き
に
、

予
を
と
る
か
、神
を
と
る
か
と

迫
ら
れ
て
、
迷
う
こ
と
な
く
、

「
た
と
い
人
、全
世
界
を
手
に

し
て
も
、お
の
が
ア
ニ
マ（
魂
）

を
失
わ
ば
、
何
の
益
か 

あ
ら

ん
」こ
の
聖
書
の
言
葉
通
り
に
、

神
・
信
仰
を
選
び
取
り
、ま
た
、

徳
川
家
康
に
は「
右
近
の
部
下

の
千
人
は
、ほ
か
の
者
の
一
万

人
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
」そ

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、 
そ
の

実
力
を
評
価
さ
れ
て
い
た
の

が
「
高
山
右
近
」
で
し
た
。 

忠
実
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
し

た
。 

 

山
崎
合
戦
で
も
先
陣
を
つ

と
め
た
、実
力
の
あ
る
武
将
で
、

高
槻
４
万
石
の
城
主
と
し
て

12
年
間
、
明
石
６
万
石
の
城

主
と
し
て
、２
年
間
を
す
ご
し

ま
し
た
。 

城
造
り
の
名
人
で

し
た
。 

茶
道
・
茶
の
湯
の
第
一
人
者
で

も
あ
り
ま
し
た
。千
利
休
の
七

人
の
直
弟
子
「
利
休
七
哲
」

の
一
人
で
あ
り
、「
利
休
極
上

一
の
弟
子
也
」
と
言
わ
れ
た

ほ
ど
で
す
。 

髙
山
右
近
研
究
室 

「
髙
山
右
近
研
究
室
」
の
久

保
田
典
彦
先
生
は
、
高
山
右

近
ゆ
か
り
の
高
槻
で
生
ま
れ
、

20
歳
の
時
に
洗
礼
を
受
け
、

現
在
も
高
槻
の
地
で
お
住
ま

い
で
す
。「
髙
山
右
近
研
究
」

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
お

ら
れ
ま
す
。 

高
山
右
近
は
、
21
歳
か
ら

33
歳
ま
で
の
12
年
間
、
高

槻
城
主
で
し
た
。
こ
の
間
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
、

キ
リ
ス
ト
信
仰
に
基
づ
い
た

生
き
方
や
町
づ
く
り
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
髙
山
右
近
や

当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
信

仰
や
生
き
方
か
ら
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
、
研
究
を

続
け
ら
れ
、
自
宅
を
研
究
室

に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

久
保
田
典
彦
先
生
は
、「
髙
山

右
近
」
の
研
究
者
と
し
て
有

名
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
ぐ

る
っ
と
関
西
プ
ラ
ス
」
で
は
、

２
０
０
８
年
12
月
20
日
に

午
前
10:

00

～
12:

00 

進
行
：
桂
米
團
治
、
水
野
麗

奈
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
：
秋
鹿

真
人
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
Ｖ
Ｇ
槻
輪
の
為
に

「
髙
山
右
近
研
究

室
」
を
解
放
し
て
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

※
Ｈ
Ｐ
「
高
山
右
近

研
究
室
・
久
保
田
へ

よ
う
こ
そ
」
よ
り
纏

め
た
も
の
で
す
。 

Ｓ
・
Ｏ 
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２０１３年４月度行事予定 

高槻市の雄大な自然に囲まれたまち“安岡寺町” 

月 日：平成２５年４月１７日（第３水曜日） 

集合場所：ＪＲ高槻駅北口3番バス乗り場 :9:15集合  

バス出発：9:20（寺谷行き）寺谷（終点）下車 

順 路：ＪＲ高槻駅北口→ともしび苑→総会会場へ 

そ の 他：(1)ともしび苑には見学と説明をお願いしています。 

(2)雨天決行です。 

２０１３年３月度行事予定 

日本の優秀な鋳物技術と、古い生活がわかる 

旧田中家鋳物民俗資料館：枚方市（王仁公園内） 
月 日：平成２５年３月２１日（第３木曜日） 

集合場所：旧田中家鋳物民俗資料館（藤阪天神町 5-1） 

枚方市駅南口 1番乗り場：12:40 集合 12:44 出発 

京阪バス 63・64 系統（枚方市駅南口～長尾駅）「藤阪」 

下車、東へ徒歩 5分 

そ の 他：(1)旧田中家鋳物民俗資料館では、学芸員の方に説明してい

ただく予定です。 

(2)雨天決行です 

わ
が
ま
ち
紹
介 

高
山
右
近
研
究
室
を
訪
問
！
：
郡
家
新
町 

（
Ｖ
Ｇ
槻
輪
便
り
第
百
号
発
行
記
念
：
特
別
企
画
） 

“左大文字に登った！！” 

銀閣寺前までバスに乗り、そこからお店を覗きながら、 

楽しい気分で友と仲良くおしゃべりしつつ颯爽と山登り。 

木々の美しさを観賞しつつ5分10分。山から下りてこら

れる方に「後どれ位？」って何度聞いたことやら。高い階段や、木の根が地面に出てい

てつまづきそうになったり、杖が私の心強い味方。筋肉の衰えが身に染みる。 

冬の左大文字、坂道を登っていても徐々に寒くなり、石の階段で友とじゃんけんし、

グリコ・チョコレート大きな声で叫びつつ、3 段・６段と登るとすこし愉しくなり、暖

かくもなった。大きな木に覆われた林を突き抜けると、又寒さがぶり返したが、やっと

目の前に京都全市が望めた。足元には大きな火床が現れた。大文字到着！! 

寒い場所でのお弁当。おにぎり３個がとっても美味しかった。 

次回の山登りも約束して帰路につきました。          Ｅ・Ｈ 


